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― すべての働く者の連帯で、希望と安心の社会を築こう ー 

当
面
の
日
程 

１２月 ２日（水）第1回地方連合会代表者会議（東京） 

   ３日（木）連合第56回中央委員会（東京） 

    ４日（金）公契約条例制定、先進地視察（沖縄） 

    ５日（土）青年委員会総会 13時（労館502号） 

 

 毎年恒例の「ファミリーふれあいフェスティ

バル」が家族の日である11月15日（日）吉野

川遊園地で開催され、家族連れなど1,000人を

超える参加者で一日楽しんだ。 

 10 時の開園と同時に多くの参加者が受付で

風船のプレゼントをもらい、ぬいぐるみと一緒

に記念撮影を行った。11時からの開会式典では、

「ゆとり宣言」フェスティバル・川越実行委員

長、小松連合徳島会長があいさつを行い、「こ

の間の行き過ぎた規制緩和のあおりを受け、勤

労者の生活は、社会保障にかかる負担の増と給

付の減など『ゆとりや豊かさ』を感じるどころ

か、日々 悪化の一途をたどり、貧困や格差の固

定化は、次世代を含む『生きる権利』の剥奪な

ど、看過できない事態に陥っている。先の衆議

院選挙では政権交代が実現した。勤労者・国民

が政治の転換を求めた結果であり、すべての人

に働く機会と公正な労働条件を保障し、安心し

て自己実現に挑戦できる社会である『労働を中

心とする福祉社会』の実現への第一歩である。

『家族の日』である今日一日を存分に楽しんで

ください」と訴えられた。 

 続いて、ビンゴゲームによる「ゆとり抽選会」

では多数の賞品が用意される中行われ、参加者

らは番号が発表される度に一喜一憂。また、遊

園地内の各種乗り物や模擬店（授産施設・眉山

園、女性委員会）のうどん、やきそば、たこ焼

き、わた菓子等、昼時間をピークに長蛇の列が

できていた。 

 当日、朝早くから受付などでお世話になりま

した電機連合・電力総連のみなさん、ありがと

うございました。 

部落解放地方共闘四国ブロック交流集会が

11月 14 日～15日、阿波観光ホテルで開かれ、

四国各県から70人（徳島県からは39人）が参

加した。 

 集会は、地元徳島の加村事務局長の司会進行

で始まり、主催者を代表して川越議長が「衆議

院選挙で民主党を中心とする連立政権が誕生

した。狭山再審闘争でも9月10日に32年ぶり

に三者協議（東京高裁・東京高検・弁護団）が

開かれ、今後の審理の進め方について協議が行

われた。12月中に再び三者協議を開く予定であ

り、大きな山場を迎える。証拠開示・事実調べ

求める世論を更に大きくしていこう。また、差

別構造を打ち破る公正なワークルールの確立、

セーフティネットを整備し、社会や経済のシス

テムを人権尊重、『共生・連帯・公正』の方向

へ転換させ、安心して暮らせる社会を取り戻そ

う」とあいさつ。続いて、中央共闘・岡戸常任

幹事から現在の情勢と当面する課題について、

来賓あいさつを受けた。 

 その後、記念講演として解放同盟徳島県連・

入谷財務委員長から「徳島における部落解放運

動」について講演を受けた。 

小休後、阿南市柳島隣保館・笹川館長から「柳

島フィールドスタディー」（事前学習会）が行

われ、先輩達が団結して知恵を出し合い汗をか

き、地域が少しでも良くなることを考え、同和

問題をはじめとするあらゆる人権問題を解決

し、明るく住みやすい社会の実現に向けて様々

な取り組みを行ってきたことが詳しく報告さ

れた。続いて、各県報告が行われ、徳島からは

峰行幹事が狭山の取り組みや人権講座、地方研

究集会開催などが報告し、「運動を継続してい

くことが重要だ。人権学習に取り組み、公正・

平等な社会形成に向けて取り組もう」と香川・

鈴木議長の閉会あいさつで第 1 日目が終了し、

夕食交流会となった。 

翌 15 日は、朝食後にホテルを出発し、前日

事前学習で講演された笹

川館長と解放同盟県連事

務局・中西さんの案内で、

阿南市柳島町のフィール

ドワークを行った。 


